






全年齢 正規比率(%) 81.5 76.3 68.6
 （15-24歳在学生を除く） 非正規比率(%)　 18.5 23.7 31.4
15-24歳 正規比率(%) 90.6 76.8 67.0
（在学生を除く）非正規比率(%) 9.4 23.2 33.0
正規比率(%) 88.4 84.2 74.9





1997年 2002年 2007年 1997-2007 1997年 2002年 2007年 1997-2007
正規雇用 26,787 24,412 23,799 △2,988 11,755 10,145 10,526 △1,229









300万円以上 1,060 7.1 1,327 7.5 267
200-300万円 2,072 13.8 2,886 16.4 814
100-200万円 5,446 36.3 6,650 37.8 1,204
100万円未満 6,321 42.1 6,573 37.3 252











1451 (100.0) 1733 (100.0) 282
うちフルタイム非正規 438  (30.2) 545 (31.4) 107











































1997年 51,147 100.0 38,542 75.4 12,590 24.6
2002年 50,838 100.0 34,557 68.0 16,205 31.9
















総   数 49,524 100.0 51,891 100.0 2,367
100万円未満 6,789 13.7 7,185 13.8 396
200万円未満計 15,197 30.7 16,768 32.3 1,571
250万円未満計 20,217 40.8 22,445 43.3 2,228
















12,590 100.0 16,205 100.0 18,900 100.0
パートタイマー 6,998 55.6 7,824 48.3 8,855 46.9
アルバイト 3,344 26.6 4,237 26.1 4,080 21.6
労働者派遣事業所の派遣社員 257 2.0 721 4.4 1,608 8.5
契約社員 2,255 11.9
嘱託 1,059 5.6
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7～9月 10～12月 １～3月 4～6月
非正規雇用 総数 1779 1796 1699 1685
パート・アルバイト 1157 1153 1132 1128
労働者派遣事業所の派遣社員 140 146 116 105
契約社員・嘱託 321 340 318 318



































































































製造業 金融保険業 医療・福祉 情報通信業
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
30.8 52.8 72.8 75.1 64.1 75.6
69.2 47.2 27.2 24.9 35.8 24.4
パート 46.6 57.4 49.2 39.8 65.1 22.7
アルバイト 45.7 26.7 8.9 3.5 7.9 17.1
派遣事業所の
派遣社員 1.3 3.3 20.9 26.7 4.0 19.0
契約社員 3.8 8.3 12.9 16.8 9.9 32.5
嘱託 0.9 2.2 4.9 11.6 7.8 4.8
その他 1.7 2.0 3.1 1.7 5.3 3.8
（出所）「就業構造基本調査」（2007年）
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(18) 産業別に見た正規雇用と非正規雇用
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金融機関の正規職員の推移
（出所）田中均「金融機関における雇用の重層化・不安定化の実態」『金融労働調査時報』2008年
10月号（原資料は「全国銀行財務諸表分析」、「全国信用金庫財務諸表分析」）
(注)右端の数値は1990年の職員数を100とした2008年の指数
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(注)年間就業日数200日以上
（出所）「就業構造基本調査」（2007年）
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ⅠⅡ
[課題Ａ]雇用劣化への規制
・派遣法改正
・有期雇用規制
・最低賃金引上げ
・労働時間規制
Ⅳ
顕在的失業者
非労働力人口
　新規学卒者
[課題Ｂ]第Ⅲ象限への就労を拒否する自由＋
より良い働き方を求める権利の確保
　・雇用保険の拡大（適用範囲、給付日数）
　・生活給付つき職業訓練
　・生活保護の拡充
[課題Ｃ]　良質な雇用機会の創造
・「介護」「農林」「環境」など
・新技術活用型産業
Ⅲ
[課題Ｂ]
労働時間規制
[課題Ｄ] 公的就労事業の再建
　　参入防止
(24)対抗の構図
